
 

持続可能な社会の担い手の育成を目指して 

附属幼稚園 教諭（研究主任） 鎌田 陽介 

 

 本園では、今年度より「持続可能な社会の担い手を育む環境とその援助～子どもが夢中になって遊

ぶ教育課程～」の主題の下、研究に取り組んできました。現在、現代社会の様々な問題を解決するた

めに、ＥＳＤ（持続可能な社会の創り手を育む教育）の推進が求められています。小学校以降の教育

で、身近な問題を自分事として捉え、実感を伴った学習活動へつなげていくために、幼児期において、

持続可能な社会の創り手の基盤となる態度や資質・能力を育成する必要があると考え、本主題を設定

しました。 

 今年度は、研究１年目のスタートとして、ＥＳＤの視点で日々の保育を捉え直すこと、文献研究や

講師の先生をお招きしての研修会など、職員のＥＳＤに関する理解を深めることに重点を置いて取り

組んできました。その際、日々の保育の中に含まれているＥＳＤの要素や内容を見取るために、広島

大学附属幼稚園が作成した、「持続可能な社会づくりの構成概念（幼児版）」を活用しました。上記の

他にも、今年度の園内研究として様々な取組を行ってきました。その中から二つの取組を紹介します。 

 一つ目は、ＥＳＤの構成概念の視点も取り入れた「ドキュメンテーション」の作成です。遊びの流

れの経緯や、子どもの声、心の声、教師の思い、学びなどを端的に記載しました。ドキュメンテーシ

ョンを作ることで、遊びの流れが整理され、子どもたちの学びをたくさん見取ることができました。

また、今後の展開を考える上で、見通しをもつこともできました。 

二つ目は、「カンファレンス」です。カンファレンスとは、保育記録やドキュメンテーション、幼児

の遊びの様子を撮影した動画などを基に保育を時期や場面で切り取り、評価を行いながらより良い保

育について語り合う営みのことです。ＥＳＤの要素が含まれる幼児の遊びを多面的に見取り、保育の

アイディアを出し合うことで、これまでの保育を振り返ったり、今後の環境構成や援助について考え

たりすることができました。 

 ＰＤＣＡサイクルを意識しながら様々な取組を行うことで、ＥＳＤの視点で日々の保育を捉え直し

たり、ＥＳＤに関する理解を深めたりすることができました。次年度以降は、ＥＳＤの構成概念を含

む体験を通して身に付けさせたい能力や態度を明らかにし、それらを育成するための教育課程の編成

を行いたいと考えています。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 第１号（令和５年２月２８日発行） 

【持続可能な社会づくりの構成概念（幼児版）】  【ドキュメンテーション】 



学校教育目標「体も心もたくましく、しかも、しなやかな子供」の具現化を目指して 

附属小学校 教諭（研究主任） 村上 和司 

Ⅰ  第３年次（令和４年度）の重点について                                     

 

 

 

「「本質に迫る授業」の検証」では、各教科等ならではの学びが中心となる「各教科等で考える「本質

に迫る授業」」と横断的・総合的な展開の授業実践を通して、子供の具体的な姿でその育成・発揮され

た姿を見取ってきました。その姿を基にして、資質・能力が育成・発揮された子供の姿が、学校教育

目標で目指す子供の姿につながっていくことを検証してきました。 

＜第３年次に取り組んできたこと  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ  第３年次の成果について                                    

 第２年次までの実践を踏まえ、各教科等の特質に応じて、問いを持たせるための働き掛けを行った

り単元・題材を構成したりすること、十分な教材研究を基に教材の本質を教師自身が捉えておくこと、

確かな実態把握を基に子供の思考や学びの文脈を見取りながら学びを展開していくことが欠かせない

ことを共通理解し、第３年次の実践に取り組んできました。これ

らの手立てを講じることで、子供が対象への思いや追究への必要

感を持ったり、子供の学びに深化が見られたりと、「教科等ならで

はの学び」を展開する上で成果が見られました。併せて、実践を

通して、授業者の意識向上が図られたことや、講じる手立てを教

師主体のもの（「～させる」）から子供主体のものにしていくこと

で、子供主体の学びが展開されていくことも確認できました。 

 

Ⅲ 新しい研究に向けて                                     

 今後は「令和の日本型学校教育」の実現を目指して「「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実」を図ることが求められています。その基盤となるのは「教科等ならではの学び」です。今

後はその授業の在り方について探っていきます。併せて、資質・能力を発揮させる場としての総合的

な学習の時間についても、改めて子供の実態を見つめ直し、「目指す探究の姿」の具現化に向けた学び

の在り方について検討していく必要があります。本研究の成果と課題を基に研究を進め、新たな学び

の姿の構築を目指していきたいと思います。 

授業実践を通して、学校教育目標「体も心もたくましく、しかも、しなやかな子供」の具現化の
ための「本質に迫る授業」を検証していく。 

「各教科等で考える「本質に迫る授業」」の検証とまとめ 

・部内授業（春、秋）や日々の授業実践における事後の振り返りを

通して、検証を行ってきた。（授業検証シートの活用） 

・第１、２年次の成果と課題も踏まえながら、「各教科等で考える「本

質に迫る授業」」に必要な手立てを明らかにし、目指す子供の姿へ

迫ってきた。 

【全校授業研究会を通して】 

横断的・総合的な展開による資質・能力が 

育成・発揮される姿の検証とその手立てのまとめ 

・全校授業研究会によるチーム提案 

・資質・能力が発揮される姿が見られたかどうかについて検証 

【公開研究会当日の授業の様子】 



令和４年度の共同研究 

附属中学校 教諭（研究主任） 板橋 薫 

 

附属中学校では、令和元年度から共同研究主題を「未来を主体的に生き抜く生徒の育成～新たな価

値を見いだす授業づくりを通して～」とし、授業実践に努めてきました。今年度は、公開研究会と年

間を通じた校内授業研究会での授業提案の機会を生かしながら、より良い授業の在り方について考え

てきました。 

１１月１１日には、昨年度に続きオンラインでの公開研究会を実施しました。８教科の授業を提案

するに当たっては、宮城教育大学の先生方に専門的な知見を与えていただくことに加え、４年ぶりに

学外からの指導助言者をお招きし、御指導を賜りました。当日は、事前配信した学習指導案と授業映

像に基づき、オンラインビデオ会議システムを用いて９０分間の授業検討を行い、さまざまな先生方

との活発な意見交流を図ることができました。参加申込者については、過去１０年間で最も多い人数

となりました。初任者研修や中堅研修、各学校の現職研修等、研修の一環としての参加を複数校から

いただいたことや、提案授業や検討会を大学講義で活用した例など、幅広い参観者に授業を公開する

ことができたこと、そして京都大学教育学研究科准教授の石井英真先生に御講演をいただき、生徒の

姿や私たちの取組を多角的に検証することができたことは、今後さらに私たちの研究活動を発信して

いくに当たり一層の励みとなりました。 

次期教育振興基本計画では、２０４０年以降の社会を「望む未来を私たち自身で示し、作り上げて

いくことが求められる時代」と踏まえ、現時点で予測される社会の課題や変化に対応して人材を育成

するという視点と、予測できない未来に向けて自らが社会を創り出していくという視点の双方が求め

られています。子供たちが創造性を発揮して未来を歩めるよう、附属中学校の各授業では、教科の見

方や考え方を働かせながら、諸課題の分析や考察を踏まえて新たな考え方を生み出す力の育成やその

学習経験の積み重ねを大切にしたいと考え、実践に努めているところです。 

 

 

  

 

              

 

 

 

 

 

 【公開研究会当日の分科会運営の様子】       【授業の様子（公開研究会・理科）】 

 

 

 

 



個別最適な学びの実現を目指して ～個々の児童生徒の学び方の特徴とは～ 

附属特別支援学校 教諭（研究主任） 梅津 直哉 

 

 本校では、令和３年度より「『個別最適な学び』の実現を目指した授業づくり」の主題の下、研究に

取り組んでいます。１年次の昨年度、本校独自のデータベースに個々の児童生徒の学びの履歴を各教

科の視点から蓄積することで、教員間で個々の児童生徒の学習到達度について共通理解を図りながら

授業づくりを行いました。 

２年次となる今年度は、個々の学びの履歴に加え、個々の学び

方の特徴について十分に把握し、授業づくりに生かしていくこと

を重点目標とし、「学習の個性化シート（以下：ＧＫシート）」を

作成することとしました。ＧＫシートを活用することで、すべて

の学習場面を対象として、認知特性や興味関心といった、個々の

児童生徒の学習意欲を引き出すことや、学習内容を理解するうえ

で必要となる情報を整理・分析することを目標としています。Ｇ

Ｋシートの作成過程では、その子が分かりやすかった学習環境や指

導の手立てを日々録のような形で記録を行い、それらのエピソードを参考にしながら「学び方の特徴」

を明らかにしていきました。ＧＫシートを基に授業づくりを進めることで、児童生徒が意欲的に学べ

る学習環境と理解が深まる学習方法を明らかにし、単元や授業づくりを行いました。９月と１２月に

行った校内授業研究会では、ＧＫシートを基に個に応じた手立てを講じて授業実践を行い、「主体的に

学習に取り組む中で経験の拡大を図ることができた」「苦手意識のある活動でも、自分で目標を設定し

たことで、その達成に向けて前向きに取り組む姿が見られるようになった」といった子供の変容を引

き出すことができました。また、教師の変容として、日々録を通して他の教師が記録した個々の児童

生徒の成長のエピソードを共有することで、個々の教師が児童生徒に対してどのような視点でそれぞ

れ指導を行っているかという点について認識を共有することができました。これまでの授業づくりの

特徴として、個々の教師の経験則や指導観によって指導の重点が左右される傾向が見られたという課

題に対し、日々録の蓄積やＧＫシートの活用は教師間の認識の一層の共有、同一歩調での指導に一定

の効果が得られるものと実感しています。こうしたツールを活用しながら、３年次では、より一人一

人が主体的に学びに向かう姿や、授業を通して「できた、わかった」と実感できるような授業実践を

行えるよう、さらに研究を進めていきたいと思います。 

 

◎研究授業の様子 

 ＜小学部＞          ＜中学部＞              ＜高等部＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自分に合った道具を選択する様子】   【 製品作りの工夫を発表する様子】      【よりよい方法を考え合う様子】 

 

【学習の個性化（ＧＫ）シート】 


